
豊田市高齢者憩の家管理運営費補助金交付要綱 
 
 

（趣旨） 
第１条 この要綱は、豊田市補助金等交付規則（昭和４５年規則第３４号）に定める

もののほか、豊田市高齢者憩の家の管理運営費に対する補助金の交付に関し、必要
な事項を定めるものとする。 
（定義） 

第２条 この要綱において「豊田市高齢者憩の家」（以下「憩の家」という。）とは、
高齢 者（６０ 歳 以上 の者を いう。 以 下同 じ。） の教 養の向 上、 地 域との 交流、 レク
リエーション活動等の場として設置された施設（高齢者憩の家設置届出書を市⾧に
提出している施設に限る。）をいう。 
（補助金の交付目的） 

第３条 この補助金は、憩の家の管理運営に必要な経費の一部を補助することにより、
憩の家が円滑に管理運営され、高齢者の活動の拡大が図られることを目的とする。 
（補助対象者） 

第４ 条 補助 金の交 付対象者 （以下 「補 助 対象者 」という 。） は、 当該憩の 家が設 置
されている地域を代表する高齢者の団体で、次に掲げるものとする。 

（１）高齢者クラブ 
（２）自治区 
（３）憩の家の利用者によって構成する利用者団体 
（４）その他市⾧が認める団体等 

（補助対象経費） 
第５ 条 補助 金の交 付対象と なる経 費（ 以 下「補 助対象経 費 」と いう。）は 、憩の 家

の管理運営に係る経費のうち、次に掲げる費用とする。 
（１）部屋の使用料 
（２）部屋の光熱水費及び燃料費 
（３）テレビ受信料 
（４）備品の修繕費 
（５）消耗品費 
（６）会議費 
（７）備品購入費（別表に掲げる備品に限る。） 
（８）その他市⾧が必要と認める費用 

（補助金の額） 
第６条 補助金の額は、前条第１号から第６号まで及び第８号に掲げる費用（豊田市

高齢 者活動事 務 交付 金の対 象とな る 費用 を除く 。） 並びに 前条 第 ７号に 掲げる 備品
購入費の２分の１以内の額の合計額とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、前条第１号から第６号まで及び第８号に掲げる費用の
合計額については、週３回以上開所の場合１０万４千円、週２回開所の場合６万５



千円を限度とする。 
３ 第１項の規定にかかわらず、前条第７号に掲げる備品購入費の２分の１以内の額

については、１０万円を限度とする。 
（端数処理） 

第７条 補助金の額の決定に当たっては、算出された額に１円未満の端数が生じた場
合は、これを切り捨てるものとする。 
（交付の申請） 

第８条 第５条第１号から第６号まで及び第８号に掲げる費用に係る補助金の交付を
受 け よ う と す る 補 助 対 象 者 は 、 豊 田 市 高 齢 者 憩 の 家 管 理 運 営 費 補 助 金 交 付 申 請 書
（様式第１号）に次に掲げる書類を添付し、毎年度の４月３０日までに市⾧に提出
しなければならない。 

（１）活動計画書 
（２）収支予算書 
（３）その他市⾧が必要と認める書類 
２ 第５条第７号に掲げる備品購入費に係る補助金の交付を受けようとする補助対象

者は、豊田市高齢者憩の家管理運営費（備品）交付申請書（様式第２号）に次に掲
げる書類を添付し、備品を購入しようとする年度の４月３０日まで又は１０月１日
から３１日までの間に市⾧に提出しなければならない。 

（１）購入しようとする備品の見積書 
（２）その他市⾧が必要と認める書類 
３ 第１項及び第２項の提出方法にかかわらず、補助対象者は、あいち電子申請・届

出システム（平成１６年あいち電子申請・届出システム利用規則）により、申請す
ることができる。 

４ 市⾧は、緊急を要し、必要と認めたときは、前項の期間を変更することができる。 
（交付の決定等） 

第９条 市⾧は、前条第１項及び第２項の規定により補助金の交付の申請があったと
きは、その内容を審査し、補助金の交付を適当と認めたときは、予算の範囲内にお
いて交付の決定をし、申請を行った補助対象者に通知するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、市⾧は、補助対象者が次のいずれかに該当する場合は、
補助金の交付の決定をしないものとする。 

（１）補助対象者の役員又は会員に暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律
（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」
とい う 。）又は 暴 力団 員では ないが同 条第 ２号に規 定する 暴力 団 （以下 「暴力 団」
とい う 。）と 関 係を持 ちなが らそ の 組織の 威力を背 景 とし て暴 力 的不法 行 為等 を
行う者（以下「暴力団関係者」という。）がいると認められるとき。 

（２ ）暴力団 員又は 暴力団 関係者 （以下 「暴力団 員等」 とい う 。） が補 助 対象者 の 運
営に実質的に関与していると認められるとき。 

（３）補助対象者の役員又は会員が、暴力団の威力若しくは暴力団員等又は暴力団員
等が経営若しくは運営に実質的に関与している法人等を利用するなどしていると



認められるとき。 
（４）補助対象者の役員又は会員が、暴力団若しくは暴力団員等又は暴力団員等が経

営若しくは運営に実質的に関与している法人等に対して資金等を供給し、又は便
宜を供与するなど暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると認められると
き。 

（５）補助対象者の役員又は会員が、暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべ
き関係を有していると認められるとき。 

（実績報告） 
第１０条 第５条第１号から第６号まで及び第８号に掲げる費用に係る補助金の交付

を受けた補助対象者は、当該年度における憩の家の活動が完了したときは、完了の
日から起算して３０日を経過した日又は翌年度の４月１０日のいずれか早い期日ま
でに、豊田市高齢者憩の家管理運営費補助金実績報告書（様式第３号）に次に掲げ
る書類を添えて市⾧に提出しなければならない。 

（１）活動実績書 
（２）収支決算書 
（３）その他市⾧が必要と認める書類 
２ 第５条第７号に掲げる備品購入費に係る補助金の交付を受けた補助対象者は、当

該備品を購入した日から起算して３０日を経過した日又は翌年度の４月１０日のい
ずれか早い期日までに、豊田市高齢者憩の家管理運営費（備品）補助金実績報告書
（様式第４号）に次に掲げる書類を添えて市⾧に提出しなければならない。 

（１）備品の写真 
（２）領収書の写し 
（３）その他市⾧が必要と認める書類 
３ 第１項及び第２項の提出方法にかかわらず、補助対象者は、あいち電子申請・届

出システム（平成１６年あいち電子申請・届出システム利用規則）により、実績報
告することができる。 
（補助金の交付等） 

第１１条 第５条第１号から第６号まで及び第８号に掲げる費用に係る補助金につい
ては概算払により交付し、前条第１項の実績報告に基づいて精算を行うものとする。 

２ 第５条第７号に掲げる備品購入費に係る補助金については、前条第２項の実績報
告書が提出された後、速やかに交付する。 
（憩の家の設置等） 

第１ ２条 補助 対象 者 は、憩の 家を設 置 （変 更及び 廃止を含 む。）しよ うとす ると き
は、豊田市高齢者憩の家設置（変更・廃止）届出書（様式第５号）に次に掲げる書
類を添付して、市⾧に提出しなければならない。 

（１）憩の家を設置する施設の全体平面図 
（２）建物所有者（管理者）の承諾書 
（３）その他市⾧が必要と認める書類 
２ 憩の家の設置に当たっては、自治区又は単位高齢者クラブの活動区域を最小の設



置単位とする。 
３ 補助対象者は、次に掲げる要件に基づいて憩の家を運営しなければならない。 
（１）憩の家の利用者は、原則として当該地域の高齢者とすること。ただし、多世代

及び他地域との交流活動を妨げない。 
（２）憩の家は、原則として週２回以上開所すること。 
（３）正当な理由なく、当該地域の高齢者の利用を拒まないこと。 

（帳簿等の整備保管等） 
第１３条 補助対象者は、憩の家の管理者を定めるとともに、活動実績及び収支に関

する帳簿等を整備保管し、補助金の使途等を明らかにしておかなければならない。 
（検査） 

第１４条 市⾧は、補助金の交付の目的を達成するために必要があると認めるときは、
補助対象者に対し、憩の家の管理運営に関する資料の提出を求め、又は憩の家等の
検査を行うことができる。 
（交付の取消し又は補助金の返還） 

第１５条 市⾧は、補助対象者が次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交
付の決定の一部若しくは全部を取り消し、又は既に交付した補助金の一部又は全部
を返還させなければならない。 

（１）規則又はこの要綱の規定に違反したとき。 
（２）補助金を交付の目的以外に使用したとき。 
（３）偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けたとき。 
（４）第９条第２項各号のいずれかに該当したとき。 
（５）その他補助金の運用を不適当と認めたとき。 

（委任） 
第１６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市⾧が別に定める。 
 
 

附 則 
（施行期日） 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
 

  



別表（第５条関係） 

補 助 対 象 備 品 一 覧 

 
テレビ、ビデオ（ＤＶＤ）デッキ、電気こたつ、扇風機、ストーブ、掃除機、

電気ポット、食器棚及びエアコン 
 

注意１ 取付工事が必要な備品については、当該取付工事費を含みます。 
２ 自治区所有の施 設を借用した憩の家 で、地域集会施設 整備事業補助金の対

象となっているエアコンについては、補助対象外とします。 
３ エアコンの設置 に当たっては、借用 している建物所有 者の承諾書を添付し

てください。 
４ こたつ布団、 テレビチューナー等、対象備品の機能を発揮するために必要

な周辺機器については、本体購入時に限り補助対象とします。 
５ 地上波デジタ ル放送対応のための周辺機器等については、テレビ等の本体

購入にかかわらず、１回に限って補助対象とします。 
 
  



様式第１号（第８条関係） 
年  月  日 

豊田市⾧ 様 

（申請者） 
（〒   －    ） 
住 所 

 団 体 名 

 代 表 者 名                

 電 話 番 号     （   ） 
 

豊田市高齢者憩の家管理運営費補助金交付申請書 
 

高齢者憩の家管理運営費補助金の交付を受けたいので、豊田市高齢者憩の家管理運
営費補助金交付要綱第８条第１項の規定に基づき、次のとおり申請します。 
 

憩の 家の名 称 憩の家 

交 付 申 請 額 金              円 

 
活動計画書（開所予定一覧） 

開 所 日 開   所   時   間 

月 曜 日 （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

火 曜 日 （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

水 曜 日 （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

木 曜 日 （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

金 曜 日 （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

土 曜 日 （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

日 曜 日 （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

毎月決められた日 
（   日） （  :  ～  :  ） （  :  ～  :  ） 

添付書類 
１ 収支予算書 
２ その他市⾧が必要と認める書類 



 
収 支 予 算 書 

【収入】 

項   目 金   額 備    考 

補  助  金 円 市の補助金 

その他（     ） 円 
会費等その他収入 

その他（     ） 円 

収 入 合 計 円  

 
【支出】 

項   目 金   額 備    考 

使  用  料 円 部屋の使用料 

光 熱 水 費 円 電気代、ガス代、水道代等 

燃  料  費 円 灯油代等 

受  信  料 円 ＮＨＫ受信料 

修  繕  費 円 備品の修繕費 

消 耗 品 費 円 憩の家管理用消耗品代 

会  議  費 円 
コピー代、茶葉代等 
（上限６，０００円） 

そ の 他 の 支 出 円 補助対象外の経費等 

支 出 合 計 円  

記入上の注意 金額は見込額を記入し、収入合計と支出合計が一致するようにしてく
ださい。 

  



様式第２号（第８条関係） 
年  月  日 

 
豊田市⾧ 様 

（申請者） 
（〒   －    ） 
住 所 

 団 体 名 

 代 表 者 名                

 電 話 番 号     （   ） 
 
 

豊田市高齢者憩の家管理運営費（備品）補助金交付申請書 
 
 

高齢者憩の家の管理運営に係る備品を購入したいので、豊田市高齢者憩の家管理運
営費補助金交付要綱第８条第２項の規定に基づき、次のとおり申請します。 
 
 

憩の 家の名 称 憩の家 

交 付 申 請 額 金              円 

購入する備品の明細 

備 品 名 規  格 数量 金  額 備  考 

   円  

   円  

   円  

   円  

記入上の注意 明細欄の金額は、消費税込みの金額を記入してください。 

 
添付書類 
１ 見積書 
２ その他市⾧が必要と認める書類 

  



様式第３号（第１０条関係） 
年  月  日 

 
豊田市⾧ 様 

（報告者） 
（〒   －    ） 
住 所 

 団 体 名 

 代 表 者 名                

 電 話 番 号     （   ） 
 
 

豊田市高齢者憩の家管理運営費補助金実績報告書 
 
 

年  月  日付け豊  発第   号で交付決定のありました、豊田市
高齢者憩の家管理運営費補助金に係る憩の家の活動を完了しましたので、豊田市高齢
者憩の家管理運営費補助金交付要綱第１０条第１項の規定に基づき、次のとおり報告
します。 
 

憩の 家の名 称 憩の家 

交 付 決 定 額 金              円 

支 出 総 額 金              円 

うち補助対象額 金              円 

添付書類 
１ 活動実績書 
２ 収支決算書 
３ その他市⾧が必要と認める書類 

  



 
活 動 実 績 書 

月 延べ開所回数（回） 延べ参加人数（人） 備  考 

４ 月    

５ 月    

６ 月    

７ 月    

８ 月    

９ 月    

１０月    

１１月    

１２月    

１ 月    

２ 月    

３ 月    

合 計    

 
主な活動内容 

 

 
  



収 支 決 算 書 

【収入】 

項   目 金   額 備    考 

補 助 金 （Ａ） 円 市の補助金 

その他（     ） 円 
会費等その他収入 

その他（     ） 円 

収 入 合 計 円  

 
【支出】 

項   目 金   額 備    考 

使  用  料 円 部屋の使用料 

光 熱 水 費 円 電気代、ガス代、水道代等 

燃  料  費 円 灯油代等 

受  信  料 円 ＮＨＫ受信料 

修  繕  費 円 備品の修繕費 

消 耗 品 費 円 憩の家管理用消耗品代 

会  議  費 円 
コピー代、茶葉代等 
（上限６，０００円） 

そ の 他 の 支 出 円 補助対象外の経費等 

支 出 合 計 円 総支出額 

うち補助対象経費（Ｂ） 円 補助対象となる経費の合計 

 

補助金額（Ａ） 補助対象経費（Ｂ） 返還額（Ａ）－（Ｂ） 

円 円 円 

記入上の注意   （Ａ）－（Ｂ）がマイナスになった場合、返還額の欄には「０」
を記入してください。 

  



様式第４号（第１０条関係） 
年  月  日 

豊田市⾧ 様 

（報告者） 
（〒   －    ） 
住 所 

 団 体 名 

 代 表 者 名                

 電 話 番 号     （   ） 
 
 

豊田市高齢者憩の家管理運営費（備品）補助金実績報告書 
 

年  月  日付け豊  発第   号で交付決定のありました、豊田市
高齢者憩の家管理運営費補助金に係る備品を購入しましたので、豊田市高齢者憩の家
管理運営費補助金交付要綱第１０条第２項の規定に基づき、次のとおり報告します。 
 

憩の 家の名 称 憩の家 

交 付 決 定 額 金              円 

補助対象経費 下記のとおり 

購入した備品の明細 

備 品 名 規  格 数量 金  額 備  考 

   円  

   円  

   円  

   円  

合計 円 （A） 

補助対象経費 （A）×５０％＝ 
                         

円 

添付書類 
１ 備品の写真 
２ 領収書の写し 
３ その他市⾧が必要と認める書類 



様式第５号（第１２条関係） 
年  月  日 

豊田市⾧ 様 

（届出者） 
（〒   －    ） 
住 所 

 団 体 名 

 代 表 者 名                

 電 話 番 号     （   ） 
 

豊田市高齢者憩の家 □設置（□変更 □廃止）届出書 

 
次のとおり豊田市高齢者憩の家を □設置 □変更 □廃止 しましたので、豊田市高

齢者憩の家管理運営費補助金交付要綱第１２条第１項の規定に基づき届け出ます。 

 

所属する自治区名 自治区 

活 動 の 範 囲 
（自治区と異なる場合） 

 

憩 の 家 の 名 称 憩の家 

憩の家の設置場所  

設 置 施 設 の 名 称  

憩の家の利用面積                  ㎡ 

 

添付書類 
１ 憩の家を設置する施設の全体平面図 
２ 建物所有者（管理者）の承諾書 
３ その他市⾧が必要と認める書類 

 

  



承  諾  書 
 

建物の所在地 

建物の名称 
 

上記の建物を、（      ）憩の家として利用することを承諾します。 
 

年  月  日 
 

（     ） 憩の家管理者  

団 体 名（          ） 代 表 者 名（          様）          

建物所有者（管理者） 住 所 

 氏 名                 
 

建 物 平 面 図 

 

記入上の注意 建物全体を図示し、憩の家として利用する部分を赤枠で囲んでくだ
さい。 



承  諾  書 （エアコン用） 
 

憩の家の名称:（        ）憩の家 
 

上記憩の家にエアコンを設置することについて承諾します。 
承諾に当たっては、憩の家の管理者が、設置、修理及び撤去に係る工事費を負担す

ることを条件とします。 
 

年  月  日 
 

（     ） 憩の家管理者  

団 体 名（          ） 代 表 者 名（          様）          

建物所有者（管理者） 住 所 

 氏 名                 
 

建物平面図及びエアコン設置場所 

 

記入上の注意 建物全体を図示し、憩の家として利用する部分を赤枠で囲むととも
に、エアコンの設置場所に○印を付けてください。 


